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１月８日（火）に３学期がスタートし、１週間

程経過しました。３学期は、１年間のまとめとい

う大切な時期であり、次年度に向けた準備期間で

もあります。２月には学力検査も予定しています。

“継続は力なり”と言われるように、日々の努力

と積み重ねが大切です。子どもたちにとって、充

実した学期となるように取り組んでいきますので、

皆様のご協力をよろしくお願いします。

さて、８日の始業式では、代表３名の児童が冬休みの出来事や３学期にがんばり

たいことなどを発表しました。目標を踏まえた素晴らしい発表内容でした。すべて

の子どもたちが目標をもち、その目標に向かって取り組んでほしいと思います。

また、この時期はインフルエンザが流行する時期でもあります。子どもたちの健

康面には十分に留意していただき、体調が悪いときは、早めに医療機関を受診して

ください。子どもたちが、健康で規則正しい生活を送ることができるよう、よろし

くお願いします。

稲心
校訓：友愛（やさしく） 明朗（たくましく） 勤勉（かしこく）

３学期の主な行事予定 ～予定なので、変更の場合もあります！～

《１月》 《３月》

・２８日（月）…振替休業日（2/2分） ・ １日（金）…登校指導

・２９日（火）…午前中授業（給食あり） ・ ５日（火）…授業参観､学級懇談

《２月》 ・ ７日（木）…送別旅行

・ １日（金）…登校指導 ・１２日（火）…ＰＴＡ新旧役員会

・ ２日（土）…学習発表会、バザー ・１５日（金）…登校指導

・ ７日（木）…新入児体験入学 ・２０日（水）…修了式

・１５日（月）…登校指導、縄跳び大会 ・２２日（金）…卒業式

・１９日（火）…学力検査～２０日 ・２８日（木）…退任式

・２２日（金）…ＰＴＡ反省会（役員）

・２４日（日）…ＰＴＡ愛校作業

［始業式での発表］

2018年度 ソニー子ども科学教育プログラム「奨励校」受賞！

本校の理科教育研究の成果が認められ、ソニー教育財団より表彰されることに

なりました。本校はこれまで優秀校や奨励校として表彰され、本年度で５年連続

入賞となります。とても名誉なことであり、これからも理科教育研究に取り組ん

でいきたいと思います。 【裏面もご覧ください】



※全国学校給食週間について（文部科学省のＨＰより）

本校では、上記の趣旨を踏まえ、１月２１日（月）から２５日（金）までを校内

給食週間としています。テーマは、「命に感謝して残さず食べよう」です。

※なわとび大会に向けて、練習をがんばっています！

「万句のふるさと菊池」俳句・短歌入賞

○優秀賞

６年 原口くん

「虹の橋 山のてっぺん のっている」

○優良賞

１年 宮本くん

「たんぽぽの わたげがゆらり ゆれている」

「小さな親切」作文コンクール入賞

○県入選

４年 出﨑さん

「小さな親切をきっかけに」

我が国における学校給食は、明治22年に始まって以来、各地に広がっていきま

したが、戦争の影響などによって中断されました。

戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に学校給食の再開を求める国

民の声が高まるようになり、昭和21年6月に米国のLARA（Licensed Agencies for Relief in Asia：ア

ジア救済公認団体）から、給食用物資の寄贈を受けて、昭和22年1月から学校給食

が再開されました。

同年12月24日に、東京都内の小学校でLARAからの給食用物資の贈呈式が行われ、

それ以来、この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和25年度から、学校給食

による教育効果を促進する観点から、冬季休業と重ならない1月24日から1月30日

までの1週間を「学校給食週間」としました。

子供たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化

し、偏った栄養摂取、肥満傾向など、健康状態につ

いて懸念される点が多く見られる今日、学校給食は

子供たちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣

を身に付けるために重要な役割を果たしています。

学校給食週間においては、このような学校給食の

意義や役割について、児童生徒や教職員、保護者や

地域住民の理解を深め関心を高めるため、全国で様々な行事が行われます。

給食委員会の発表

あいさつ名人の紹介
《１２月》※遅くなりましたが…
☆あいさつキング

１年 今村くん

☆あいさつクイーン

３年 山﨑さん

☆あいさつチャンピオン

庄１班（伊藤くん、冨田くん、

星子さん、伊藤さん、星子くん）


